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特定領域重点型研究開発

研究目的 感覚運動器官の衰えた高齢者が

快適にコンピューターネットワークにアクセ

ス出来るよう、脳活動をとらえる装置や手の

動きなどをサポートする装置などを使って、

「見たいところがよく見え、思った通りに操

作できる」インターフェースを構築する手法

を開発する。

・運動の情報や生理指標、脳活動等から注目

方向やストレス度を推定する手法の開発

・興味関心やストレス度に応じた情報表示方

法の開発

・疾患に応じて運動をサポートできるシステ

ムの開発

・インターフェースプロトタイプの設計

・高齢者がネット

ワークを快適に

使えるようにな

り、ディジタル

ディバイドの解

消に貢献できる。


